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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光パネルの発光時間を１フレーム期間内で自在に可変することができる自発光表示装
置において、
　１フレームを複数のサブエリアに分割し、当該サブエリアを処理単位としてサブエリア
毎に、映像信号の輝度成分を与える階調値の度数分布を検出する度数分布検出部と、
　各サブエリアについて検出された度数を階級別に重み付けし、重み付け後の度数の総和
を求め、低階調域と高階調域に対応する階級の重みを大きくすることで各サブエリアに含
まれる同階調域成分の指標を与える代表値を算出するサブエリア別代表値算出部と、
　前フレームと現フレームについて算出される代表値を同一サブエリア毎に比較し、現フ
レームに対する変化の度合いが判定基準値よりも大きいサブエリアを動画エリアと判定し
、判定基準値よりも小さいサブエリアを静止画エリアと判定するエリア別動き判定部と、
　動画エリアの割合が多いフレームを動画フレームと判定し、動画エリアの割合が低いフ
レームを静止画フレームと判定するフレーム別動き判定部と、
　動画フレームと判定されたフレームの表示時には、視認されるピーク輝度が一定に保た
れるように制御しつつ、発光パネルの発光時間を基準発光時間よりも短縮する発光条件制
御部とを有し、
　前記エリア別動き判定部は、
　処理フレームに文字データ専用の表示欄が含まれないとき、全表示領域を等分割するよ
うに定めたサブエリア毎に判定処理を実行し、
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　処理フレームに文字データ専用の表示欄が含まれるとき、前記表示欄を除く領域を等分
割するように定めた第１のサブエリアと、当該第１のサブエリアのサイズ情報を使用して
前記表示欄を長手方向に分割した第２のサブエリアについて判定処理を実行する自発光表
示装置。
【請求項２】
　発光デバイスの発光時間を１フレーム期間内で自在に可変することができる自発光表示
装置において、
　１フレームを複数のサブエリアに分割し、当該サブエリアを処理単位としてサブエリア
毎に、映像信号の輝度成分を与える階調値の度数分布を検出する度数分布検出部と、
　各サブエリアについて検出された度数を階級別に重み付けし、重み付け後の度数の総和
を求め、低階調域と高階調域に対応する階級の重みを大きくすることで各サブエリアに含
まれる同階調域成分の指標を与える代表値を算出するサブエリア別代表値算出部と、
　前フレームと現フレームについて算出される代表値を同一サブエリア毎に比較し、現フ
レームに対する変化の度合いを算出する変化度合い算出部と、
　判定基準値よりも変化度合いの大きいサブエリアを動画エリアと判定し、判定基準値よ
りも変化度合いの小さいサブエリアを静止画エリアと判定するサブエリア別動き判定部と
、
　１フレーム単位での動画エリア数と静止画エリア数を比較し、動画エリア数が静止画エ
リアよりも大きいとき、該当フレームを動画フレームと判定し、静止画エリア数が動画エ
リア数よりも大きいとき、該当フレームを静止画フレームと判定するフレーム別動き判定
部と、
　動画フレームと判定されたフレームの表示時には、視認されるピーク輝度を一定に保た
れるように制御しつつ、発光パネルの発光時間を基準発光時間よりも短縮する発光条件制
御部とを有する自発光表示装置。
【請求項３】
　前記サブエリア別代表値算出部は、小さい階調ほど大きな重みを使用し、かつ、大きい
階調ほど大きな重みを使用する請求項２に記載の自発光表示装置。
【請求項４】
　前フレームが静止画フレームと判定されていた場合、前記サブエリア別動き判定部は、
判定基準値として相対的に大きな第１の基準値を使用し、前フレームが動画フレームと判
定されていた場合、前記サブエリア別動き判定部は、判定基準値として相対的に小さな第
２の基準値を使用する請求項２に記載の自発光表示装置。
【請求項５】
　発光デバイスの発光時間を１フレーム期間内で自在に可変することができる自発光表示
装置において、
　１フレームを複数のサブエリアに分割し、当該サブエリアを処理単位としてサブエリア
毎に、映像信号の輝度成分を与える階調値の度数分布を検出する度数分布検出部と、
　各サブエリアについて検出された度数を階級別に重み付けし、重み付け後の度数の総和
を求め、低階調域と高階調域に対応する階級の重みを大きくすることで各サブエリアに含
まれる同階調域成分の指標を与える代表値を算出するサブエリア別代表値算出部と、
　前フレームと現フレームについて算出される代表値を同一サブエリア毎に比較し、現フ
レームに対する変化の度合いを算出する変化度合い算出部と、
　判定基準値よりも変化度合いの大きいサブエリアを動画エリアと判定し、判定基準値よ
りも変化度合いの小さいサブエリアを静止画エリアと判定するサブエリア別動き判定部と
、
　１フレーム単位での動画エリア数と静止画エリア数の割合に応じ、視認されるピーク輝
度が一定に保たれるように制御しつつ、発光パネルの発光時間を基準発光時間よりも短縮
する発光条件制御部とを有する自発光表示装置。
【請求項６】
　発光パネルの発光時間を１フレーム期間内で自在に可変することができる自発光表示装
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置において、
　１フレームを複数のサブエリアに分割し、当該サブエリアを処理単位として、入力映像
信号に含まれる動き情報に基づいて、各サブエリアがフレーム間符号化された動画像エリ
アかフレーム内符号化された静止画エリアかを判定するエリア別動き判定部と、
　動画像エリアの割合が多いフレームを動画フレームと判定し、動画像エリアの割合が低
いフレームを静止画フレームと判定するフレーム別動き判定部と、
　動画フレームと判定されたフレームの表示時には、視認されるピーク輝度が一定に保た
れるように制御しつつ、発光パネルの発光時間を基準発光時間よりも短縮する発光条件制
御部とを有する自発光表示装置。
【請求項７】
　発光パネルの発光時間を１フレーム期間内で自在に可変することができる自発光表示装
置において、
　文字データ専用の表示欄を含むフレームを静止画フレームと判定し、文字データ専用の
表示欄を含まないフレームを動画フレームと判定するフレーム別動き判定部と、
　動画フレームと判定されたフレームの表示時には、視認されるピーク輝度が一定に保た
れるように制御しつつ、発光パネルの発光時間を基準発光時間よりも短縮する発光条件制
御部とを有する自発光表示装置。
【請求項８】
　発光パネルの発光時間を１フレーム期間内で自在に可変する発光条件制御装置において
、
　１フレームを複数のサブエリアに分割し、当該サブエリアを処理単位としてサブエリア
毎に、映像信号の輝度成分を与える階調値の度数分布を検出する度数分布検出部と、
　各サブエリアについて検出された度数を階級別に重み付けし、重み付け後の度数の総和
を求め、低階調域と高階調域に対応する階級の重みを大きくすることで各サブエリアに含
まれる同階調域成分の指標を与える代表値を算出するサブエリア別代表値算出部と、
　前フレームと現フレームについて算出される代表値を同一サブエリア毎に比較し、現フ
レームに対する変化の度合いが判定基準値よりも大きいサブエリアを動画エリアと判定し
、判定基準値よりも小さいサブエリアを静止画エリアと判定するエリア別動き判定部と、
　動画エリアの割合が多いフレームを動画フレームと判定し、動画エリアの割合が低いフ
レームを静止画フレームと判定するフレーム別動き判定部と、
　動画フレームと判定されたフレームの表示時には、視認されるピーク輝度が一定に保た
れるように制御しつつ、発光パネルの発光時間を基準発光時間よりも短縮する発光条件制
御部とを有し、
　前記エリア別動き判定部は、
　処理フレームに文字データ専用の表示欄が含まれないとき、全表示領域を等分割するよ
うに定めたサブエリア毎に判定処理を実行し、
　処理フレームに文字データ専用の表示欄が含まれるとき、前記表示欄を除く領域を等分
割するように定めた第１のサブエリアと、当該第１のサブエリアのサイズ情報を使用して
前記表示欄を長手方向に分割した第２のサブエリアについて判定処理を実行する発光条件
制御装置。
【請求項９】
　発光パネルの発光時間を１フレーム期間内で自在に可変する発光条件制御方法において
、
　１フレームを複数のサブエリアに分割し、当該サブエリアを処理単位としてサブエリア
毎に、映像信号の輝度成分を与える階調値の度数分布を検出する処理と、
　各サブエリアについて検出された度数を階級別に重み付けし、重み付け後の度数の総和
を求め、低階調域と高階調域に対応する階級の重みを大きくすることで各サブエリアに含
まれる同階調域成分の指標を与える代表値を算出する処理と、
　前フレームと現フレームについて算出される代表値を同一サブエリア毎に比較し、現フ
レームに対する変化の度合いが判定基準値よりも大きいサブエリアを動画エリアと判定し
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、判定基準値よりも小さいサブエリアを静止画エリアと判定するエリア別動き判定処理と
、
　動画エリアの割合が多いフレームを動画フレームと判定し、動画エリアの割合が低いフ
レームを静止画フレームと判定する処理と、
　動画フレームと判定されたフレームの表示時には、視認されるピーク輝度が一定に保た
れるように制御しつつ、発光パネルの発光時間を基準発光時間よりも短縮する処理とを実
行し、
　前記エリア別動き判定処理では、
　処理フレームに文字データ専用の表示欄が含まれないとき、全表示領域を等分割するよ
うに定めたサブエリア毎に判定処理を実行し、
　処理フレームに文字データ専用の表示欄が含まれるとき、前記表示欄を除く領域を等分
割するように定めた第１のサブエリアと、当該第１のサブエリアのサイズ情報を使用して
前記表示欄を長手方向に分割した第２のサブエリアについて判定処理を実行する発光条件
制御方法。
【請求項１０】
　発光パネルの発光時間を１フレーム期間内で自在に可変制御するコンピュータに、
　１フレームを複数のサブエリアに分割し、当該サブエリアを処理単位としてサブエリア
毎に、映像信号の輝度成分を与える階調値の度数分布を検出する処理と、
　各サブエリアについて検出された度数を階級別に重み付けし、重み付け後の度数の総和
を求め、低階調域と高階調域に対応する階級の重みを大きくすることで各サブエリアに含
まれる同階調域成分の指標を与える代表値を算出する処理と、
　前フレームと現フレームについて算出される代表値を同一サブエリア毎に比較し、現フ
レームに対する変化の度合いが判定基準値よりも大きいサブエリアを動画エリアと判定し
、判定基準値よりも小さいサブエリアを静止画エリアと判定するエリア別動き判定処理と
、
　動画エリアの割合が多いフレームを動画フレームと判定し、動画エリアの割合が低いフ
レームを静止画フレームと判定する処理と、
　動画フレームと判定されたフレームの表示時には、視認されるピーク輝度が一定に保た
れるように制御しつつ、発光パネルの発光時間を基準発光時間よりも短縮する処理とを実
行させ、
　前記エリア別動き判定処理では、
　処理フレームに文字データ専用の表示欄が含まれないとき、全表示領域を等分割するよ
うに定めたサブエリア毎に判定処理を実行させ、
　処理フレームに文字データ専用の表示欄が含まれるとき、前記表示欄を除く領域を等分
割するように定めた第１のサブエリアと、当該第１のサブエリアのサイズ情報を使用して
前記表示欄を長手方向に分割した第２のサブエリアについて判定処理を実行させるプログ
ラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この明細書で説明する発明は、ピーク輝度を維持した状態のまま能動的に動画応答性を
向上できる技術に関する。
　なお、発明者らが提案する発明は、自発光表示装置、発光条件制御装置、発光条件制御
方法及びプログラムとしての側面を有する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬディスプレイは、広視野角特性、応答速度、広色再現性範囲、高コントラスト
性能に優れるだけでなく、表示パネル自体を薄く形成することができる。これらの利点の
ため、有機ＥＬディスプレイは、次世代フラットパネルディスプレイの最有力候補として
注目されている。
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【０００３】
　ところで、有機ＥＬディスプレイにおいても、テレビジョン番組を高画質で表示するに
は、ピーク輝度ができるだけ高いことが望ましい。ピーク輝度を上げるには、入力電圧を
上げるだけではなく、１フレーム期間中での発光時間を長くすることが必要である。発光
時間の可変制御技術を以下に例示する。
【特許文献１】特開２００３－１５６０５号公報
【特許文献２】特開２００１－３４３９４１号公報
【特許文献３】特開２００２－１３２２１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、１フレーム期間中の発光時間が長くなると、動画応答性の確保が困難になる。
例えば、画面下部にテロップ（文字が横方向に流れるように表示される形態）が表示され
る場合に、文字の読み取りが困難になる。
　この場合、１フレーム期間中の発光時間を短くすれば、動画応答性が改善される。しか
し、これではピーク輝度が低下するため画質が低下する。
　このように、ピーク輝度の上昇と動画応答性の改善とは相反する関係にある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　そこで、発明者らは、発光パネルの発光時間を１フレーム期間内で自在に可変制御でき
る場合について、そのピーク輝度を維持した状態で動画応答性を能動的に改善できる技術
手法を提案する。
　すなわち、フレーム単位で動画フレームか静止画フレームかを判定し（フレーム別動き
判定機能に対応する。）、動画フレームと判定された場合には、視認されるピーク輝度が
一定に保たれるように制御しつつ、発光パネルの発光時間を基準発光時間よりも短縮する
（発光条件制御機能に対応する。）手法を採用する。
【０００６】
　この際、ピーク輝度を一定に保つ手法には、発光パネルの最大駆動電圧又は最大駆動電
流を発光時間の短縮に応じて増加させ、短縮前後における最大駆動電圧又は最大駆動電流
と発光時間の積を一定に制御する方法、画素データを発光時間の短縮に応じて増加させ、
短縮前後における画素データの平均値（フレーム単位）と発光時間の積を一定に制御する
方法その他を使用する。
【０００７】
　なお、フレーム別の動き判定や制御手法として、発明者らは、以下に示す複数の手法を
提案する。
（Ａ）手法１
　例えば、１フレームを複数のサブエリアに分割し、各サブエリアが動画エリアか静止画
エリアかを１フレーム毎に判定する機能（エリア別動き判定機能部に対応する。）を採用
する手法を提案する。
　この場合、フレーム別動き判定部は、動画エリアの割合が多いフレームを動画フレーム
と判定し、動画エリアの割合が低いフレームを静止画フレームと判定する。
【０００８】
（Ｂ）手法２
　また例えば、１フレームを複数のサブエリアに分割し、サブエリア毎に映像信号の輝度
成分を与える階調値の度数分布を検出する度数分布検出機能と、各サブエリアについて検
出された度数を階級別に重み付け演算し、低階調域と高階調域に対応する階級の重みを大
きくすることで各サブエリアに含まれる同階調域成分の指標を与える代表値を算出するサ
ブエリア別代表値算出機能と、前フレームと現フレームについて算出される代表値を同一
サブエリア毎に比較し、現フレームに対する変化の度合いを算出する変化度合い算出機能
と、判定基準値よりも変化度合いの大きいサブエリアを動画エリアと判定し、判定基準値
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よりも変化度合いの小さいサブエリアを静止画エリアと判定するサブエリア別動き判定機
能とを採用する手法を提案する。
　この場合、フレーム別動き判定部は、１フレーム単位での動画エリア数と静止画エリア
数を比較し、動画エリア数が静止画エリアよりも大きいとき、該当フレームを動画フレー
ムと判定し、静止画エリア数が動画エリア数よりも大きいとき、該当フレームを静止画フ
レームと判定する。
【０００９】
（Ｃ）手法３
　また例えば、１フレームを構成するサブエリア毎に、映像信号の輝度成分を与える階調
値の度数分布を検出する度数分布検出機能と、各サブエリアについて検出された度数を階
級別に重み付け演算し、低階調域と高階調域に対応する階級の重みを大きくすることで各
サブエリアに含まれる同階調域成分の指標を与える代表値を算出するサブエリア別代表値
算出機能と、前フレームと現フレームについて算出される代表値を同一サブエリア毎に比
較し、現フレームに対する変化の度合いを算出する変化度合い算出機能と、判定基準値よ
りも変化度合いの大きいサブエリアを動画エリアと判定し、判定基準値よりも変化度合い
の小さいサブエリアを静止画エリアと判定するサブエリア別動き判定機能と、１フレーム
単位での動画エリア数と静止画エリア数の割合に応じ、視認されるピーク輝度を一定に保
たれるように制御しつつ、発光パネルの発光時間を基準発光時間よりも短縮する発光条件
制御機能とを採用する手法を提案する。
　この場合、１フレーム単位での動画エリア数と静止画エリア数の割合に応じて、発光時
間長を任意に可変制御することができる。
【００１０】
（Ｄ）手法４
　また例えば、入力映像信号に含まれる動き情報に基づいて、１フレームを構成する各符
号化エリアがフレーム間符号化された動画像エリアかフレーム内符号化された静止画エリ
アかを判定するエリア別動き判定機能を採用する手法を提案する。
　この場合、フレーム別動き判定部は、動画像エリアの割合が多いフレームを動画フレー
ムと判定し、動画像エリアの割合が低いフレームを静止画フレームと判定する。
【００１１】
（Ｅ）手法５
　また例えば、フレームの構成欄情報を参照する手法を提案する。
　この場合、フレーム別動き判定部は、文字データ専用の表示欄を含むフレームを静止画
フレームと判定し、文字データ専用の表示欄を含まないフレームを動画フレームと判定す
る。
【発明の効果】
【００１２】
　これら発明に係る手法の採用により、ピーク輝度を一定に保ったまま、高画質と動画応
答性の両立を実現することができる。
　また、これら発明に係る手法はいずれも、動画フレームの判定に要する演算負荷又は回
路規模が小さく済む。このため、フレームを構成する画素サイズが多い場合にも実時間で
の判定処理を可能にできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、発明に係る処理機能を搭載した有機ＥＬパネルモジュールを例に、自発光表示装
置を説明する。
　なお、本明細書で特に図示又は記載されない部分には、当該技術分野の周知又は公知技
術を適用する。
　また以下に説明する形態例は、発明の一つの形態例であって、これらに限定されるもの
ではない。
【００１４】
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（Ａ）ピーク輝度の維持条件
　表示パネルの輝度は、最大データの入力時に表示素子に印加される出力電圧（出力電流
）又は発光時間を可変制御することにより調整することができる。
　図１（Ａ）に出力電圧と発光輝度との関係を、図１（Ｂ）に発光時間と発光輝度との関
係を示す。なお、図１（Ｂ）は、発光時間と発光輝度との間に線形関係が成立する場合に
ついて表している。もっとも、発光時間と発光輝度との間には、非線形の関係が成立する
場合もある。
【００１５】
　ここで、表示パネルのピーク輝度は、最大データの入力時に表示素子に印加される出力
電圧Ｖmax （出力電流Ｉmax ）と発光時間の積Ｓで与えられる。
　従って、この積Ｓが変化しないように、出力電圧Ｖmax （出力電流Ｉmax ）と発光時間
を相対的に可変制御すれば、人間に知覚されるピーク輝度を一定に保つことができる。図
２に、この原理図を示す。図２は、発光時間を短縮する一方で出力電圧Ｖmax
を上げる場合の積Ｓ1 と、発光時間を長くする一方で出力電圧Ｖmax を下げる場合の積Ｓ

2 が同じ例である。
【００１６】
　このように、制御の前後における出力電圧Ｖmax と発光時間の積を保ったままで、発光
時間を短く制御すれば、人間には制御によるピーク輝度の変化を知覚させることなく、動
画応答速度を高めることができる表示パネルを実現化することができる。
　なお、積を一定に保つ出力電圧Ｖmax と発光時間の決定に際しては、電圧と発光輝度と
の間の特性及び発光時間と発光輝度との間の特性を加味することが望ましい。
【００１７】
（Ｂ）有機ＥＬパネルの構造例
　続いて、有機ＥＬパネルモジュールの構造例を説明する。
　図３に、有機ＥＬパネルモジュール１の構造例を示す。有機ＥＬパネルモジュール１は
、発光領域３Ａ（有機ＥＬ素子がマトリクス状に配列された領域）と、画像の表示を制御
するパネル駆動回路とで構成される。
　パネル駆動回路は、データドライバ５、電圧切替ドライバ７Ａ、ゲートスキャンドライ
バ７Ｂ、点灯時間制御用ゲートドライバ７Ｃで構成される。なお、パネル駆動回路は、発
光領域３Ａの周辺部に形成する。
【００１８】
　各画素に対応する有機ＥＬ素子３Ｂとその駆動回路（画素駆動回路）３Ｃは、データ線
３Ｄと走査線３Ｅの交点位置に配置されている。画素駆動回路３Ｃは、データスイッチ素
子Ｔ１、キャパシタＣ１、電流駆動素子Ｔ２、点灯スイッチ素子Ｔ３で構成される。
　このうち、データスイッチ素子Ｔ１は、データ線３Ｄを通じて与えられる電圧値の取り
込みタイミングを制御するのに用いられる。取り込みタイミングは、走査線３Ｅを通じて
線順次で与えられる。
【００１９】
　キャパシタＣ１は、取り込んだ電圧値を１フレームの間保持するのに用いられる。キャ
パシタＣ１を用いることで、面順次駆動が実現される。
　電流駆動素子Ｔ２は、キャパシタＣ１の電圧値に応じた電流を有機ＥＬ素子３Ｂに供給
するのに用いられる。駆動電流は、電流供給線３Ｆから供給される。なお、この電流供給
線３Ｆに印加される電圧値は、図２に示す積一定の条件を満たすように、発光時間の切替
制御に伴い可変制御される。
【００２０】
　点灯スイッチ素子Ｔ３は、有機ＥＬ素子３Ｂに対する駆動電流の供給を制御するのに用
いられる。点灯スイッチ素子Ｔ３は、駆動電流の供給経路に対して直列に配置される。点
灯スイッチ素子Ｔ３が閉じている間、有機ＥＬ素子３Ｂが点灯する。一方、点灯スイッチ
素子Ｔ３が開いている間、有機ＥＬ素子３Ｂが消灯する。
　この点灯スイッチ素子Ｔ３の開閉動作を制御するデューティパルス（図４（Ｂ）（Ｃ）
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）を供給するのが点灯制御線３Ｇである。なお、図４（Ａ）は、基準期間としての１フレ
ーム期間を示す。また、図４（Ｂ）は動画フレーム用のデューティパルス例を示し、図４
（Ｃ）は静止画フレーム用のデューティパルス例を示す。
【００２１】
　ここで、電流供給線３Ｆに印加する電圧の切替制御は、電圧切替ドライバ７Ａが実行す
る。また、発光時間の切替制御は、点灯時間制御用ゲートドライバ７Ｃが実行する。これ
らドライバの制御信号は、後述する発光条件制御装置より供給される。
　図５に、画素駆動回路３Ｃを形成した発光領域３Ａを搭載する有機ＥＬパネルモジュー
ル１の構造例を示す。図の場合、発光条件制御装置１１は、タイミングジェネレータ９の
一部分として実装する。
　なお、発光領域３Ａの周辺回路（パネル駆動回路）は、半導体集積回路としてパネル基
板上に搭載しても良いし、パネル基板上に半導体プロセスを用いて直接形成しても良い。
【００２２】
（Ｃ）発光条件制御装置の形態例
　以下、ピーク輝度を一定に保ったままで、出力電圧Ｖmax と発光時間との切替制御を実
現する発光条件制御装置１１（図５）の形態例を説明する。
【００２３】
（Ｃ－１）形態例１
　図６に、発光条件制御装置１１に採用して好適な構成例の一つを示す。
　この形態例に係る発光条件制御装置１１は、動画判定部１３と発光条件制御部１５で構
成する。
　動画判定部１３は動画応答性が要求される動画フレームの検出用である。動画判定部１
３の検出結果に基づいて、発光条件制御部１５の制御動作を適応的に切り替えられる。動
画フレームの検出手法には、従来より様々な手法が存在するが、表示パネルを構成する画
素数が増大する傾向にあり、回路規模が小型で済む回路構成や処理負担の少ない処理方法
が求められる。
【００２４】
　このため、図６に示す動画判定部１３では、１フレームを複数のエリアに分割し、各エ
リアについての動画判定の結果を用いてフレーム全体の動画判定を実行する手法を採用す
る。
　具体的には、動画判定部１３を、エリア別動き判定部１３Ａとフレーム別動き判定部１
３Ｂで構成する。
【００２５】
　エリア別動き判定部１３は、１フレームを複数個のサブエリアに分割し、個々のサブエ
リアについて動き判定処理を実行する。
　例えば、サブエリア毎に前フレームと現フレームとのデータ差分を算出し、データ差分
が第１のしきい値以上の画素を水平方向と垂直方向についてまとめ、それらの値が第２の
しきい値以上の場合は該当サブエリアが動画フレームと判定する手法を適用する。
【００２６】
　また例えば、入力映像信号をフィルタ処理して所定の空間周波数成分を抽出し、抽出さ
れた空間周波数成分を２値化した画像信号の変化より、動画フレームか否かを判定する手
法を適用する。
　これらの方法は、１フレームの全体を処理対象とする場合に多くの演算処理や回路規模
が必要となる。ただし、このエリア別動き判定部１３は、処理単位がサブエリアである。
このため、演算負荷の軽減や回路規模の縮小化が可能になる。
　なお、動き判定の具体的な方法には、後述する他の判定手法も適用することができる。
【００２７】
　図７に、この形態例で使用するサブエリアの分割例を示す。図７は、１フレーム（有効
表示領域）を基準に、垂直方向に３分割、水平方向に４分割する例である。すなわち、３
行４列の計１２エリアに分割する例である。
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　なお、この形態例の場合、フレーム別動き判定部１３Ｂは、動画エリアの割合が多いフ
レームを動画フレームと判定し、動画エリアの割合が低いフレームを静止画フレームと判
定する。判定基準とするしきい値は任意である。この形態例では、過半数をしきい値とす
る。
【００２８】
　形態例１に係る発光条件制御装置１１の採用により、ピーク輝度を一定に保ったまま、
静止画フレームでの高画質と動画像フレームでの動画応答性の両立とを実現することがで
きる。
　また、形態例１の場合、動画フレームの判定に要する演算処理をサブエリア単位で実行
できるため演算負担の低下又は回路規模の縮小化とを実現できる。このため、フレームを
構成する画素サイズが多い場合にも実時間での判定処理を可能にできる。
【００２９】
（Ｃ－２）形態例２
　図８に、発光条件制御装置１１に採用して好適な他の構成例を示す。
　この形態例に係る発光条件制御装置１１は、動画判定部１３と、発光条件制御部１５と
、エリア分割ヒストグラム算出部１７とで構成する。
　すなわち、この形態例に係る発光条件制御装置１１は、動画判定処理の前処理としてエ
リア分割ヒストグラム算出部１７を新たに追加する構成を採用する。これに伴い動画判定
部１３を構成するエリア別の動き判定処理も最適化される。
【００３０】
　図９に、エリア分割ヒストグラム算出部１７の内部構成例を示す。エリア分割ヒストグ
ラム算出部１７は、グレースケール変換部１７Ａとサブエリア別ヒストグラム計測部１７
Ｂとで構成する。
　グレースケール変換部１７Ａは、カラー入力信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ信号）を白黒のグレース
ケール信号に変換する処理を実行する。この信号処理により、フレーム画像が有する明暗
情報が抽出される。
【００３１】
　サブエリア別ヒストグラム計測部１７Ｂは、図７について説明したように、１フレーム
をＭ行Ｎ列のサブエリアに分割し、各サブエリア内の階調値の度数分布（ヒストグラム）
を計測する処理を実行する。
　なお、階調値は、明暗情報を表すグレースケール信号値と同意である。度数分布は、入
力階調幅を一定の間隔で分割した各区分に含まれる画素数で与えられる。
【００３２】
　図１０に、度数分布例を示す。図１０は、９つに分割したサブエリアのうちに網掛け表
示したサブエリアについての度数分布を表した図である。
　なお、図１０に示す度数分布は、入力階調幅を８つに分割した場合について表している
。入力階調幅を８つに分割することで、システムの最適化（最小化）を実現できる。
　サブエリア別ヒストグラム計測部１７Ｂは、このように各区分について計測した度数を
動画判定部１３に出力する。
【００３３】
　図１１に、動画判定部１３の内部構成例を示す。この形態例における動画判定部１３は
、サブエリア別代表値算出部１３Ａ１、変化度合い算出部１３Ａ２、サブエリア別動き判
定部１３Ａ３で構成する。
　サブエリア別代表値算出部１３Ａ１は、各サブエリアについて検出された度数を階級別
に重み付け演算し、低階調域と高階調域に対応する階級の重みを大きくすることで各サブ
エリアに含まれる同階調域成分の指標を与える代表値Ｄmn(n) を算出する。なお、添字の
ｍｎは、ｍ行ｎ列に位置するサブエリアを意味する。また、Ｄ（ｎ）は、第ｎフレームの
代表値を意味する。
【００３４】
　このような、重み付け処理を実行するのは、動画時の画質に影響を与えるものとして視
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認され易いのは、コントラストがついた物体の移動だからである。
　図１２に、重み付け例を示す。重み付けは、ビット値のシフトによって実現する。図１
２の場合、いずれの重みについても係数が重複しないように対応付ける。
　代表値は、これら重み付け後の度数の総和として算出する。これにより、算出される代
表値の高ビット側には、低階調域の度数情報と高階調域の度数情報とを多く反映させるこ
とができる。
【００３５】
　変化度合い算出部１３Ａ２は、前フレームと現フレームについて算出される代表値を同
一サブエリア毎に比較し、現フレームに対する変化の度合いを算出する処理を実行する。
この処理結果は、サブエリアの動画判定に使用される。
　変化度合いΔＤmn(n) は、次式に基づいて算出する。なお、添字のｍｎは、ｍ行ｎ列に
位置するサブエリアを意味する。また、ΔＤ（ｎ）は、第ｎフレームの代表値を意味する
。
　ΔＤmn(n) ＝（│Ｄmn(n) －Ｄmn(n-1) │／Ｄmn(n) ）×１００
【００３６】
　サブエリア別動き判定部１３Ａ３は、判定基準値よりも変化度合いの大きいサブエリア
を動画エリアと判定し、判定基準値よりも変化度合いの小さいサブエリアを静止画エリア
と判定する処理を実行する。
　ただし、判定基準値は、前フレームが動画像フレームであったか、静止画像フレームで
あったかに応じて異なる値を採用する。２つの判定基準値を使用する理由は、動画像は動
き始めにおいて大きなデータ変化として数値的にも現れ易いが、動き始めた後は動画像で
あってもデータ変化が小さくなるためである。
【００３７】
　そこで、前フレームが静止画像であった場合の判定基準値をＡとし、前フレームが動画
像であった場合の判定基準値をＢとすると、必ずＡ＞Ｂとなるように設定する。なお、判
定基準値Ａ及びＢの具体的な値は、表示コンテンツに応じて変化させることが望ましい。
因みに、表示コンテンツがテレビジョン番組の場合は、判定基準値Ａ＝１５％程度、判定
基準値Ｂ＝１０％程度が望ましい。
【００３８】
　以上、動画判定部１３で実行される処理内容を、フローチャート形式で表すと図１３に
示すようになる。
　まず、サブエリア別代表値算出部１３Ａ１が、各サブエリアの代表値Ｄ（ｎ）を計算す
る（Ｓ１）。続いて、変化度合い算出部１３Ａ２が、サブエリア毎にフレーム間の変化率
ΔＤを算出する。
【００３９】
　この算出結果を入力したサブエリア動き判定部１３Ａ３は、前フレームが動画像フレー
ムであったか否かを判定し（Ｓ３）、肯定結果が得られた場合は処理Ｓ４に否定結果が得
られた場合は処理Ｓ７に進む。
　処理Ｓ４では、相対的に値の小さい方の判定基準値Ｂと変化率ΔＤとを比較し、変化率
ΔＤが判定基準値Ｂより大きい場合は、該当するサブエリアが動画像エリアであると判定
する（Ｓ５）。一方、変化率ΔＤが判定基準値Ｂより小さい場合は、該当するサブエリア
が静止画像エリアであると判定する（Ｓ６）。
【００４０】
　一方、処理Ｓ７では、相対的に値の大きい方の判定基準値Ａと変化率ΔＤとを比較し、
変化率ΔＤが判定基準値Ａより大きい場合は、該当するサブエリアが動画像エリアである
と判定する（Ｓ８）。一方、変化率ΔＤが判定基準値Ａより小さい場合は、該当するサブ
エリアが静止画像エリアであると判定する（Ｓ９）。
　一連の判定処理は以上のように実行され、その判定結果は、動画判定部１３より発光条
件制御部１５に与えられる。
【００４１】
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　この形態例における発光条件制御部１５は、判定結果として与えられる動画エリア数に
応じ、発光領域３Ａの発光条件を規定する駆動電圧と発光時間を制御する。
　図１４に、電圧と出力輝度が比例関係にある場合における、駆動電圧と発光時間の制御
例を示す。
　この例の場合、動画エリアの数が１以下の場合、電圧を 1.2〔Ｖ〕とし、発光時間を0.
83×Ｔmax
（Ｔmax は、１フレーム分の最大点灯時間）とする。
【００４２】
　また、動画エリアの数が２以上５以下の場合、電圧を 1.3〔Ｖ〕とし、発光時間を0.77
×Ｔmax
とする。また、動画エリアの数が６以上１２以下の場合、電圧を 1.5〔Ｖ〕とし、発光時
間を0.67×Ｔmax とする。
　なお、いずれの場合も最大発光輝度は、Ｖmax 時の輝度×Ｔmaxで与えられる。
　ところで、電圧と出力輝度との関係は非線とは限らない。図１５に、電圧と出力輝度が
非比例関係にある場合における、駆動電圧と発光時間の制御例を示す。
【００４３】
　例えば電圧と出力輝度との間にγ＝２乗の関係がある場合、電圧＝基準電圧×√（基準
発光時間／発光時間）の関係を満たすように設定する。
　この例の場合、動画エリアの数が１以下の場合、発光時間 0.8×Ｔmax に対する電圧は
1.12〔Ｖ〕となる。
　また、動画エリアの数が２以上５以下の場合、発光時間 0.7×Ｔmax に対する電圧は 1
.2〔Ｖ〕となる。また、動画エリアの数が６以上１２以下の場合、発光時間 0.6×Ｔmax 
に対する電圧は
1.29〔Ｖ〕となる。
　いずれの場合も最大発光輝度は、Ｖmax 時の輝度×Ｔmaxで与えられる。
【００４４】
　以上のように、形態例２に係る発光条件制御装置１１の採用により、ピーク輝度を一定
に保ったまま、静止画フレームでの高画質と動画像フレームでの動画応答性の両立とを実
現することができる。
　また、形態例２の場合、１フレームを複数のサブエリアに分割し、各サブエリアについ
て求められる度数分布（ヒストグラム）に基づいて発光領域３Ａの発光条件を規定する電
圧と発光時間とを制御するため、動き判定用のフレームメモリが不要となり、さらなる演
算負担の低下又は回路規模の縮小化を実現することができる。従って、フレームを構成す
る画素サイズが多い場合にも実時間での判定処理を可能にできる。
【００４５】
（Ｃ－３）形態例３
　この形態例では、入力映像信号に付属する動き情報に基づいて、発光条件を切替制御す
る発光条件制御装置１１について説明する。
　図１６に、この制御手法を採用する発光条件制御装置１１の構成例を示す。
　この形態例に係る発光条件制御装置１１の基本構成は形態例１と同様である。すなわち
、発光条件制御装置１１は、動画判定部１３と発光条件制御部１５で構成する。
【００４６】
　この形態例における動画判定部１３も、エリア別動き判定部１３Ａとフレーム別動き判
定部１３Ｂで構成する。
　ここで、エリア別動き判定部１３Ａは、入力映像信号に含まれる動き情報に基づいて、
１フレームを構成する各符号化エリアがフレーム間符号化された動画像エリアかフレーム
内符号化された静止画エリアかを判定する手法を採用する。
　フレーム別動き判定部１３Ｂや発光条件制御部１５の処理内容は、形態例１と同じであ
る。
【００４７】
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　この形態例３に係る発光条件制御装置１１を採用しても、ピーク輝度を一定に保ったま
ま、静止画フレームでの高画質と動画像フレームでの動画応答性の両立とを実現すること
ができる。
　しかも、この形態例３の場合、入力映像信号に付属する動き情報に基づいてサブエリア
別の動きを判定するため、判定処理に要する演算処理を不要にできる。すなわち、この処
理をロジック回路で実現する場合には回路規模を大幅に縮小することが可能になる。よっ
て、フレームを構成する画素サイズが多い場合でも実時間での判定処理を可能にできる。
【００４８】
（Ｃ－４）形態例４
　この形態例では、フレーム画面に文字データの表示欄が含まれるか否かに基づいて、発
光条件を切替制御する発光条件制御装置１１について説明する。
　図１７に、この制御手法を採用する発光条件制御装置１１の構成例を示す。
　この形態例に係る発光条件制御装置１１は、フレーム別動き判定部１３Ｂと発光条件制
御部１５で構成する。
【００４９】
　ただし、この形態例におけるフレーム別動き判定部１３Ｂは、文字データ専用の表示欄
を含むフレームを静止画フレームと判定し、文字データ専用の表示欄を含まないフレーム
を動画フレームと判定する手法を採用する。発光条件制御部１５の処理内容は、形態例１
と同じである。
　文字データ専用の表示欄が含まれるか否かは、本編映像とは別チャネルで放送又は送信
される文字データの表示が指示されているか否かに基づいて判定する。
【００５０】
　文字データが表示されている場合は、仮に本編映像が動画像であっても視聴者の意識は
文字データの表示欄に集中する。従って、この特性を考慮して、文字データ専用の表示欄
が表示されている場合には、静止画フレームであると判定する。
　この形態例４に係る発光条件制御装置１１を採用しても、ピーク輝度を一定に保ったま
ま、静止画フレームでの高画質と動画像フレームでの動画応答性の両立とを実現すること
ができる。
　また、この形態例４の場合も、本編画像に対する信号処理が不要であるので、判定処理
に要する演算処理を不要にできる。よって、フレームを構成する画素サイズが多い場合で
も実時間での判定処理を可能にできる。
【００５１】
（Ｃ－５）形態例５
　前述した形態例では、発光時間の増減に応じて電圧を増減する手法を説明したが、この
形態例では、発光時間の増減に応じて画像データの階調値を増減する発光条件制御装置１
１について説明する。
　図１８に、この制御手法を採用する発光条件制御装置１１の構成例を示す。
　この形態例に係る発光条件制御装置１１には、形態例２のシステム構成を採用する（勿
論、他の形態例の構成を適用することも可能である。）。
【００５２】
　従って、エリア分割ヒストグラム算出部１７と動き判定部１３の処理内容は、形態例２
と同じである。
　違いは、発光条件制御部１５が、発光時間の増減に応じてピーク輝度が一定に保たれる
ように、データ値調整部１９に調整倍率を出力する点である。ここでの調整倍率は、電圧
値の制御値と同様の手法で事前に決定する。
　データ値調整部１９は、入力映像信号を調整倍率に従って増幅したものを有機ＥＬパネ
ルモジュール１のデータドライバに与える。
【００５３】
　この形態例５に係る発光条件制御装置１１を採用しても、ピーク輝度を一定に保ったま
ま、静止画フレームでの高画質と動画像フレームでの動画応答性の両立とを実現すること
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ができる。
　また、この形態例５の場合も、動画フレームの判定に要する演算処理をサブエリア単位
で実行できるため演算負担の低下又は回路規模の縮小化とを実現できる。このため、フレ
ームを構成する画素サイズが多い場合にも実時間での判定処理を可能にできる。
【００５４】
（Ｅ）他の形態例
（ａ）前述の形態例においては、図７に示したように、１フレームを水平方向と垂直方向
のそれぞれに等分に分割する場合（サブエリア内の画素数がいずれも同じ場合）について
説明した。
　しかし、文字データ専用の表示欄がフレーム内に含まれる場合には、この表示欄を除く
領域（本編表示領域）を等分に分割するように分割間隔を定め、その分割間隔を利用して
表示欄も分割する手法を採用しても良い。
【００５５】
　このような分割方法を採用するのは、文字データ専用の表示欄の動画判定の精度を向上
するためである。また、動画像エリアと静止画像エリアの割合に基づいてフレーム全体の
動きを判定する場合には、この分割方法の採用は、静止画フレームと判定される確率を高
める方向に作用する。
　図１９～図２１に分割例を示す。図１９（Ａ）は、画面右側に文字データ専用の表示欄
２１が表示される例である。この場合、本編映像の表示領域２３は、図１９（Ｂ）に示す
ように９つのサブエリアに分割される。
【００５６】
　図２０（Ａ）は、画面下側に文字データ専用の表示欄２１が表示される例である。この
場合、本編映像の表示領域２３は、図２０（Ｂ）に示すように８つのサブエリアに分割さ
れる。
　図２１（Ａ）は、画面右側と下側に文字データ専用の表示欄２１が表示される例である
。この場合、本編映像の表示領域２３は、図２１（Ｂ）に示すように６つのサブエリアに
分割される。
【００５７】
（ｂ）前述の形態例２においては、サブフレーム別動き判定部の判定結果に占める動画エ
リアの割合に応じ、電圧と発光時間の制御量を調整する場合について説明した。
　しかし、この形態例の場合も、１フレーム単位での動画エリア数と静止画エリア数を比
較し、動画エリア数が静止画エリアよりも大きいか小さいかに基づいて、制御量を選択的
に切り替える処理を実行しても良い。
【００５８】
（ｃ）前述の形態例４では、フレーム画面に文字データの表示欄が含まれるか否かに基づ
いて、発光条件を切替制御する場合について説明した。これらは、文字放送やインターネ
ット経由で受信された文字情報の表示を主に想定するものであるが、本編映像の一部とし
て表示されるテロップ（文字が画面下などに横方向に流れるように表示さえる表示形式）
を検出できる場合には、テロップ表示時には動画像フレームとして判定する手法を採用す
ることが望ましい。流れるように表示される文字を視認するには、動画追従性を高める必
要があるためである。
【００５９】
（ｄ）前述の形態例においては、自発光表示装置の一例である有機ＥＬディスプレイパネ
ルに発明を適用する場合について説明したが、他の自発光表示装置にも適用できる。例え
ば、ＦＥＤ（field emission display） 、無機ＥＬディスプレイパネル、ＬＥＤパネル
、ＰＤＰ（Plasma Display
Panel）パネルその他にも適用できる。
【００６０】
（ｅ）前述の形態例においては、発光条件制御装置１１を有機ＥＬディスプレイパネル上
に実装する場合について説明した。
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　しかし、この有機ＥＬディスプレイパネルその他の表示装置は、単独の商品形態でも良
いし、他の画像処理装置の一部として搭載されても良い。例えば、ビデオカメラ、デジタ
ルカメラその他の撮像装置（カメラユニットだけでなく、記録装置と一体に構成されてい
るものを含む。）、情報処理端末（携帯型のコンピュータ、携帯電話機、携帯型のゲーム
機、電子手帳等）、ゲーム機の表示デバイスとしも実現できる。
【００６１】
（ｆ）前述の形態例では、発光条件制御装置１１を有機ＥＬディスプレイパネル上に実装
する場合について説明した。
　しかし、発光条件制御装置１１は、有機ＥＬディスプレイパネルその他の表示装置に対
して入力映像信号を供給する画像処理装置側に搭載しても良い。この場合、画像処理装置
から表示装置にデューティパルスや電圧値を供給する方式を採用しても良いし、これらの
値を指示する情報を画像処理装置から表示装置に与える方式を採用しても良い。
【００６２】
（ｇ）前述の形態例では、発光条件制御装置１１を機能構成の観点から説明したが、言う
までもなく、同等の機能をハードウェアとしてもソフトウェアとしても実現できる。
　また、これらの処理機能の全てをハードウェア又はソフトウェアで実現するだけでなく
、その一部はハードウェア又はソフトウェアを用いて実現しても良い。すなわち、ハード
ウェアとソフトウェアの組み合わせ構成としても良い。
（ｈ）前述の形態例には、発明の趣旨の範囲内で様々な変形例が考えられる。また、本明
細書の記載に基づいて創作される又は組み合わせられる各種の変形例及び応用例も考えら
れる。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】出力電圧と発光輝度との関係及び発光時間と発光輝度との関係を示す図である。
【図２】ピーク輝度が維持される条件を説明する図である。
【図３】有機ＥＬパネルモジュールの構造例を示す図である。
【図４】発光時間長を制御するデューティパルス例を示す図である。
【図５】有機ＥＬパネルモジュールの構造例を示す図である。
【図６】発光条件制御装置の形態例１を示す図である。
【図７】サブエリアの分割例を示す図である。
【図８】発光条件制御装置の形態例２を示す図である。
【図９】エリア分割ヒストグラム算出部の構造例を示す図である。
【図１０】あるサブエリアについての度数分布例を示す図である。
【図１１】動画判定部の構造例を示す図である。
【図１２】重み付け例を示す図である。
【図１３】動画判定部で実行される処理手順例を示すフローチャート図である。
【図１４】電圧と出力輝度が比例関係にある場合の発光条件の制御例を示す図である。
【図１５】電圧と出力輝度が二乗関係にある場合の発光条件の制御例を示す図である。
【図１６】発光条件制御装置の形態例３を示す図である。
【図１７】発光条件制御装置の形態例４を示す図である。
【図１８】発光条件制御装置の形態例５を示す図である。
【図１９】文字データ専用の表示欄を含む場合におけるサブエリアの分割例を示す図であ
る。
【図２０】文字データ専用の表示欄を含む場合におけるサブエリアの分割例を示す図であ
る。
【図２１】文字データ専用の表示欄を含む場合におけるサブエリアの分割例を示す図であ
る。
【符号の説明】
【００６４】
　１　　　　有機ＥＬパネルモジュール
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　３Ａ　　　発光領域
　５　　　　データドライバ
　７Ａ　　　電圧切替ドライバ７Ａ
　７Ｂ　　　ゲートスキャンドライバ
　７Ｃ　　　点灯時間制御用ゲートドライバ
　９　　　　タイミングジェネレータ
　１１　　　発光条件制御装置
　１３　　　動画判定部
　１３Ａ　　エリア別動き判定部
　１３Ａ１　サブエリア別代表値算出部
　１３Ａ２　変化度合い算出部
　１３Ａ３　サブエリア別動き判定部
　１３Ｂ　　フレーム別動き判定部
　１５　　　発光条件制御部
　１７　　　エリア分割ヒストグラム算出部
　１７Ａ　　グレースケール変換部
　１７Ｂ　　サブエリア別ヒストグラム計測部
　１９　　　データ値調整部

【図１】 【図２】



(16) JP 4984496 B2 2012.7.25

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】
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              特開２００６－３２３３００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０９９３６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１３４６４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－２９６８４１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ　　　３／３０　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／２０　　　　
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